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(57)【要約】
【課題】単一のマイクロフォン増幅器を共有することを
可能にするオーディオコンソールまたは同様のシステム
を提供すること。
【解決手段】オーディオ信号を処理するオーディオコン
ソールであって、少なくとも１つの入力部と、該少なく
とも１つの入力部から受信されたオーディオ信号を所定
のゲインで増幅する調節可能な入力増幅器と、ダイレク
トアウト出力信号を出力するためのダイレクトアウト出
力部と、ダイレクトアウト出力増幅器であって、該所定
のゲインが該少なくとも１つの入力部と該ダイレクトア
ウト出力部との間で維持されるように、該入力増幅器の
調節に対して逆に該ダイレクトアウト出力信号のゲイン
を調節するように構成される、ダイレクトアウト出力増
幅器とを備えている、オーディオコンソール。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号を処理するオーディオコンソール（１００）であって、
　オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部（１２０）と、
　該少なくとも１つの入力部から受信されたオーディオ信号を所定のゲインで増幅する調
節可能な入力増幅器（１３０）と、
　該調節可能な入力増幅器（１３０）の後に提供されたダイレクトアウト出力信号を出力
するためのダイレクトアウト出力部（１６０）と、
　該ダイレクトアウト出力部（１６０）の前かつ該調節可能な入力増幅器（１３０）の後
に提供された該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するためのダイレクトアウト出
力増幅器（１７０）であって、該ダイレクトアウト出力増幅器（１７０）は、調節可能な
入力増幅器（１３０）をユーザが調節すると、該所定のゲインが該少なくとも１つの入力
部（１２０）と該ダイレクトアウト出力部（１６０）との間で維持されるように、該入力
増幅器（１３０）の調節に対して逆に該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するよ
うに構成される、ダイレクトアウト出力増幅器（１７０）と
　を備えている、オーディオコンソール（１００）。
【請求項２】
　前記調節可能な入力増幅器が、前記ユーザによって調節されない場合、前記ダイレクト
アウト増幅器（１７０）は、そのゲインが１に設定されるように構成される、請求項１に
記載のオーディオコンソール。
【請求項３】
　前記ダイレクトアウト出力部（１６０）は、前記調節可能な入力増幅器（１３０）の後
、前記オーディオコンソール（１００）への信号チェーンにおいて最も前の地点にある、
請求項１または請求項２に記載のオーディオコンソール。
【請求項４】
　前記オーディオコンソールは、デジタルオーディオミキシングコンソールである、請求
項１～請求項３のうちのいずれか一項に記載のオーディオコンソール。
【請求項５】
　オーディオ信号を処理し、マスターコンソール（１００）とスレーブコンソール（２０
０）とを備えているコンソールシステムであって、該マスターコンソールは、請求項１～
請求項４のうちのいずれか一項に記載のコンソールであり、該スレーブコンソールは、該
マスターコンソールのダイレクトアウト出力部（１６０）に接続されたデジタルソース入
力部（２１０）を備えている、コンソールシステム。
【請求項６】
　前記スレーブコンソール（２００）は、前記マスターのさらなる入力部（１８５）に接
続された出力部（２８０）をさらに備え、該マスターは、さらなる出力部（１９５）と、
該さらなる入力部から該さらなる出力部への送信経路とを備え、該送信経路においては、
オーディオ信号はさらなる処理なく通される、請求項５に記載のコンソールシステム。
【請求項７】
　前記コンソールシステムは、前記マスターの前記ダイレクトアウト出力部（１６０）に
接続されたハブ（４００）をさらに備え、複数のスレーブコンソールが該ハブ（４００）
に接続されている、請求項５または請求項６に記載のコンソールシステム。
【請求項８】
　オーディオコンソールにおいてオーディオ信号を処理する方法であって、該オーディオ
コンソールは、該オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部と、ユーザ調節可能
な入力増幅器であって、ユーザによる調節がなされていないとき、該少なくとも１つの入
力部から受信された該オーディオ信号を所定のゲインで増幅する、ユーザ調節可能な入力
増幅器と、該調節可能な入力増幅器の後に提供されたダイレクトアウト出力信号を出力す
るためのダイレクトアウト出力部と、該ダイレクトアウト出力部の前かつ該調節可能な入
力増幅器の後に提供された該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するためのダイレ
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クトアウト出力増幅器とを備え、該方法は、
　該調節可能な入力増幅器のゲインのユーザによる調節をモニタするステップであって、
該入力増幅器のゲインのユーザによる調節が検出された場合、該ダイレクトアウト出力信
号のゲインは、該所定のゲインが、該少なくとも１つの入力部と該ダイレクトアウト出力
部との間で維持されるように自動的に逆に調節される、ステップを包含する、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオ信号を処理するオーディオコンソールと、マスターコンソールお
よびスレーブコンソールを備えたコンソールシステムと、オーディオ信号を処理する方法
とに関し、本発明は、同様の機能を実行する任意の同様の装置に関し得る。
【背景技術】
【０００２】
　（関連技術）
　デジタルコンソールの使用が増加するとともに、単一のマイクロフォン（入力）増幅器
を共有する複数のミキシングコンソールに対する要求が増えている。アナログの分野にお
いては、ソース信号の複数のインスタンスを各コンソールにおける独立したマイクロフォ
ン増幅器に分布させるアナログスプリッティングシステムによって、一般的に解決がなさ
れた。アナログスプリッティングシステムは、デジタルコンソールを使用する用途に使用
され得るが、これは機器の非効率的な使用であると考えられており、効率は、単一のマイ
クロフォン増幅器が共有される場合に達成され得る。しかしながら、マイクロフォン増幅
器のこの共有は競合を引き起こし、多くのオーディオ技術者またはオペレータは、一人の
オペレータが、マイクロフォン増幅器のゲインを増減し得、それによってシステム内の他
のコンソールまたは機器のレベルおよび混合に影響を与えることを不快に感じる。さらに
、重複するハードウエアコンポーネントの除去、例えばケーブルおよび中継のようなイン
フラストラクチャコンポーネントのコストの低減、ならびにより少ないシステムコンポー
ネントおよび単純なインフラストラクチャによる設置コストの低減によって、システムコ
ストを低減することが望ましい。かかる要望があるので、共通のリソースを共有すること
がますます要求されている。
【０００３】
　従来のアナログスプリット解決法に加えて、様々なミキシングコンソールによって独立
してアクセスされ得る複数のマイクロフォン増幅器を組み込むという解決法が存在する。
しかしながら、この解決法は高価である。別の解決法は、コンソールＡのゲインに対する
変化がコンソールＢによって検出され、コンソールＢは、そのデジタルトリムに対して逆
のゲイン変化を適用し、その結果、コンソールＢのレベルに対して正味「無変化」をもた
らす、というものである。しかしながら、この実施形態においては、コンソールＡは、コ
ンソールＢと通信する必要がある。しかしながら、このことは、コンソールＢがコンソー
ルＡを理解することができなくてはならないことを意味し、このことは、通常、２つのコ
ンソールが共通の供給業者によって供給される場合のみ可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、１つのコンソールによるマイクロフォンゲインの調節が、一緒に稼動する
他のコンソールまたはシステムに影響を与えることを避けながら、単一のマイクロフォン
増幅器を共有することを可能にするオーディオコンソールまたは同様のシステムを提供す
る必要性が存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（概要）
　この必要性は、独立請求項の特徴部によって満足される。従属請求項においては、本発
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明の好ましい実施形態が記述されている。
【０００６】
　本発明の第１の局面に従って、オーディオ信号を処理するオーディオコンソールが提供
され、該オーディオコンソールは、オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部を
備えている。さらに、調節可能な入力増幅器が提供され、該調節可能な入力増幅器は、ユ
ーザによる調節がなされていないとき、所定のゲインで、該少なくとも１つの入力部から
受信されたオーディオ信号を増幅する。この所定ゲインまたはデフォルトゲインは、ユー
ザによって変えられ得る。調節可能な入力増幅器の後、ダイレクトアウト出力信号を出力
するために、ダイレクトアウト出力部が提供される。調節可能な入力増幅器とダイレクト
アウト出力部との間に提供されたダイレクトアウト出力増幅器は、ダイレクトアウト出力
信号のゲインを調節する。本発明に従って、ダイレクトアウト出力増幅器は、調節可能な
入力増幅器をユーザが調節すると、該少なくとも１つの入力部と該ダイレクトアウト出力
部との間の所定のゲインが維持されるように、入力増幅器の調節に対して逆にダイレクト
アウト出力信号のゲインを自動的に調節するように構成される。これは、該少なくとも１
つの入力部から該ダイレクトアウト出力部へのオーディオ信号の一定のゲインにつながる
。したがって、ユーザが、調節可能な入力増幅器（マイクロフォン増幅器であり得る）の
ゲインを調節するとき、ダイレクトアウト出力部に提供される信号は、対応する数のｄＢ
に自動的に調節され、それによってオーディオ信号のソースからダイレクトアウト出力部
へのシステムゲインを無変化に保つ。本発明の実施形態の利点は、ゲインのトラッキング
が、単一のシステム内でなされ、他のシステムへのゲイン情報を同期する問題が回避され
、したがって反応時間が改良されるという事実において見られ得る。さらなる利点は、上
述のオーディオコンソールは、ブランド固有ではなく、様々な販売業者のオーディオコン
ソールを混合することが可能であることである。
【０００７】
　好ましくは、調節可能な入力増幅器がユーザによって調節されない場合、ダイレクトア
ウト出力増幅器は、そのゲインが１に設定されるように構成される。換言すると、ユーザ
が入力増幅器を調節しないとき、ダイレクトアウト出力増幅器は通常、受信された入力信
号の信号強度を増減しない。ダイレクトアウト出力部は好ましくは、調節可能な入力増幅
器の後、オーディオコンソールの信号チェーンの中で最も前の地点にある。特に、ダイレ
クトアウト出力信号は、信号が混合、または処理される前に、任意の他のオーディオ信号
チャンネルに出力される。
【０００８】
　本発明はさらに、オーディオ信号を処理するコンソールシステムに関し、該コンソール
システムは、マスターコンソールとスレーブコンソールとを備え、マスターコンソールは
、上述のように、ダイレクトアウト出力増幅器を有するように構成され、該ダイレクトア
ウト出力増幅器は、調節可能な入力増幅器の調節次第で、ゲインを逆に調節する。スレー
ブコンソールは、マスターコンソールのダイレクトアウト出力部に接続されたデジタルソ
ース入力部をさらに備えている。この実施形態により、スレーブコンソールは、受信され
たオーディオ信号を共有し得、スレーブコンソールは、入力オーディオ信号が調節された
かどうかの事実に対して注意を払う必要はない。
【０００９】
　コンソールシステムの別の実施形態において、スレーブコンソールは、マスターコンソ
ールのさらなる入力部に接続された出力部をさらに備え、マスターコンソールは、さらな
る出力部を備え、マスターコンソールのさらなる入力部からさらなる出力部への信号の送
信経路は、好ましくは、オーディオ信号のさらなる処理が実行されないように構成される
。しかしながら、必要に応じて、信号がマスターコンソールから出力される前にスレーブ
コンソールから受信された場合には、信号のさらなる処理が、実行され得ることが理解さ
れるべきである。別の実施形態において、ハブが提供され、該ハブは、マスターコンソー
ルの出力部に接続され、かつマスターコンソールと複数のスレーブコンソールとの間に接
続される。かかる実施形態により、ダイレクトアウト出力信号の複数のスプリットが達成
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され得る。
【００１０】
　本発明はさらに、上述のようなオーディオコンソールにおけるオーディオ信号を処理す
る方法に関し、調節可能な入力増幅器のゲインの調節はモニタされ、入力増幅器のゲイン
のユーザによる調節が検出された場合、ダイレクトアウト出力信号のゲインは自動的に逆
に調節され、それによって入力部から出力部へのオーディオ信号のゲインは所定のゲイン
で一定に保たれる。
【００１１】
　本発明の用途の１つの主な分野は、デジタルオーディオミキシングコンソールである。
しかしながら、本発明は、構成可能なデジタル信号プロセッサを含み得、実際には混合は
実行されないオーディオ処理デバイスにも適用され得る。
【００１２】
　本発明は、さらに以下の手段を提供する。
【００１３】
　（項目１）　
　オーディオ信号を処理するオーディオコンソール（１００）であって、
　オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部（１２０）と、
　該少なくとも１つの入力部から受信されたオーディオ信号を所定のゲインで増幅する調
節可能な入力増幅器（１３０）と、
　該調節可能な入力増幅器（１３０）の後に提供されたダイレクトアウト出力信号を出力
するためのダイレクトアウト出力部（１６０）と、
　該ダイレクトアウト出力部（１６０）の前かつ該調節可能な入力増幅器（１３０）の後
に提供された該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するためのダイレクトアウト出
力増幅器（１７０）であって、該ダイレクトアウト出力増幅器（１７０）は、調節可能な
入力増幅器（１３０）をユーザが調節すると、該所定のゲインが該少なくとも１つの入力
部（１２０）と該ダイレクトアウト出力部（１６０）との間で維持されるように、該入力
増幅器（１３０）の調節に対して逆に該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するよ
うに構成される、ダイレクトアウト出力増幅器（１７０）と
　を備えている、オーディオコンソール（１００）。
【００１４】
　（項目２）　
　上記調節可能な入力増幅器が、上記ユーザによって調節されない場合、上記ダイレクト
アウト増幅器（１７０）は、そのゲインが１に設定されるように構成される、上記項目の
いずれか一項に記載のオーディオコンソール。
【００１５】
　（項目３）　
　上記ダイレクトアウト出力部（１６０）は、上記調節可能な入力増幅器（１３０）の後
、上記オーディオコンソール（１００）への信号チェーンにおいて最も前の地点にある、
上記項目のいずれか一項に記載のオーディオコンソール。
【００１６】
　（項目４）　
　上記オーディオコンソールは、デジタルオーディオミキシングコンソールである、上記
項目のいずれか一項に記載のオーディオコンソール。
【００１７】
　（項目５）　
　オーディオ信号を処理し、マスターコンソール（１００）とスレーブコンソール（２０
０）とを備えているコンソールシステムであって、該マスターコンソールは、上記項目の
いずれか一項に記載のコンソールであり、該スレーブコンソールは、該マスターコンソー
ルのダイレクトアウト出力部（１６０）に接続されたデジタルソース入力部（２１０）を
備えている、コンソールシステム。
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【００１８】
　（項目６）　
　上記スレーブコンソール（２００）は、上記マスターのさらなる入力部（１８５）に接
続された出力部（２８０）をさらに備え、該マスターは、さらなる出力部（１９５）と、
該さらなる入力部から該さらなる出力部への送信経路とを備え、該送信経路においては、
オーディオ信号はさらなる処理なく通される、上記項目のいずれか一項に記載のコンソー
ルシステム。
【００１９】
　（項目７）　
　上記コンソールシステムは、上記マスターの上記ダイレクトアウト出力部（１６０）に
接続されたハブ（４００）をさらに備え、複数のスレーブコンソールが該ハブ（４００）
に接続されている、上記項目のいずれか一項に記載のコンソールシステム。
【００２０】
　（項目８）　
　オーディオコンソールにおいてオーディオ信号を処理する方法であって、該オーディオ
コンソールは、該オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部と、ユーザ調節可能
な入力増幅器であって、ユーザによる調節がなされていないとき、該少なくとも１つの入
力部から受信された該オーディオ信号を所定のゲインで増幅する、ユーザ調節可能な入力
増幅器と、該調節可能な入力増幅器の後に提供されたダイレクトアウト出力信号を出力す
るためのダイレクトアウト出力部と、該ダイレクトアウト出力部の前かつ該調節可能な入
力増幅器の後に提供された該ダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するためのダイレ
クトアウト出力増幅器とを備え、該方法は、
　該調節可能な入力増幅器のゲインのユーザによる調節をモニタするステップであって、
該入力増幅器のゲインのユーザによる調節が検出された場合、該ダイレクトアウト出力信
号のゲインは、該所定のゲインが、該少なくとも１つの入力部と該ダイレクトアウト出力
部との間で維持されるように自動的に逆に調節される、ステップを包含する、方法。
【００２１】
　（摘要）
　本発明は、オーディオ信号を処理するオーディオコンソールに関し、該オーディオコン
ソールは、オーディオ信号を受信する少なくとも１つの入力部と、該少なくとも１つの入
力部から受信されたオーディオ信号を所定のゲインで増幅するユーザ調節可能な入力増幅
器と、該調節可能な入力増幅器の後に提供されたダイレクトアウト出力信号を出力するた
めのダイレクトアウト出力部とを備えている。オーディオコンソールは、ダイレクトアウ
ト出力信号のゲインを調節するためのダイレクトアウト出力増幅器をさらに備え、該ダイ
レクトアウト出力増幅器は、該ダイレクトアウト出力部の前かつ該調節可能な入力増幅器
の後に提供され、該ダイレクトアウト出力増幅器は、該調節可能な入力増幅器をユーザが
調節すると、該ダイレクトアウト出力増幅器が、該入力増幅器の調節に対して逆にダイレ
クトアウト出力信号のゲインを調節し、その結果、該少なくとも１つの入力部から該ダイ
レクトアウト出力部へのオーディオ信号の所定のゲインが生じるように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
　以下において、本発明は添付の図面を参照して、さらに詳細に記述される。
【図１】図１は、コンソールシステムの１つのチャンネル内の基本的アーキテクチャの概
略図を示し、該コンソールシステムは、ダイレクトアウト出力信号のゲインを一定に保ち
、該ダイレクトアウト出力信号は第２のコンソールシステムの１つのチャンネルに供給さ
れる。
【図２】図２は、マスターとスレーブとをリンクするダイレクトアウト出力信号の自動調
節を使用する、完全システムとしての一般的なマスターコンソールおよびスレーブコンソ
ールの実施形態の概観的な概略図である。
【図３】図３は、図２に示されるシステムの別の実施形態の概略図であり、スレーブコン
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ソールの信号はマスターへ戻るように送信され、そして、例えばステージラックのような
さらなるユニットへ、変化することなく送信される。
【図４】図４は、システムの実施形態を示し、マスターコンソールは、ハブを介して複数
のスレーブコンソールに接続される。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下において、本発明がオーディオミキシングコンソールに関連して記述される。図１
に示されるように、マスターコンソール１００とスレーブコンソール２００とを含むシス
テムが示される。マスターコンソールは、オーディオ信号の様々なチャンネルを受け入れ
るためのいくつかの入力部を有し、マスターコンソールは、オーディオ信号の処理に対す
る制御部を有し、スレーブコンソール２００は、マスターコンソールの出力部を共有する
。マスターコンソール１００は、例えばキーボードのようなラインまたはデジタルソース
から信号を受信する入力部１１０を有する。さらに、入力部１２０が提供され、ここでマ
イクロフォンまたは他のソースからの受信信号が受信されて調節可能な入力増幅器１３０
またはマイクロフォン増幅器に送信される。入力部またはマイクロフォン増幅器１３０は
、マスターコンソール１００内に位置し得るか、またはマスターコンソールから離れて提
供され得る。アナログ入力信号１２０は通常ｍＶの範囲にあり、増幅器において所定の量
だけ増幅される。所定の増幅またはデフォルト増幅は、コンソールのユーザによって調節
され得る、すなわち、ゲインが、所定のゲインに対してわずかに増減され得る。したがっ
て、ユーザの相互作用なしで、増幅器１３０は、受信されたアナログ入力信号を所定のゲ
インで増幅する。ソース選択スイッチ１４０が提供され、該ソース選択スイッチ１４０は
、入力増幅器１３０またはライン信号１１０からの信号を増幅器１５０に選択的に送信し
、増幅器１５０においては、デジタルゲイン調節が、アナログデジタル変換（図示されず
）の後に実行され得、増幅器１５０から信号が処理チャンネルへ送信される。コンソール
１００と同様のコンソールにおいては、ダイレクトアウト出力部１６０が提供され、該ダ
イレクトアウト出力部は、それが混合される前の、チャンネル経路内の聴取地点である。
好ましくは、ダイレクトアウト出力は、いかなる種類の処理よりも前に提供される。コン
ソール１００は、ダイレクトアウト出力増幅器１７０をさらに備えており、この増幅器は
、ダイレクトアウト出力信号のゲインが何らかの方法で制御され得る（増幅または減衰さ
れ得る）ステージである。本発明に従って、ダイレクトアウト出力増幅器１７０は、それ
が、入力増幅器１３０に対してなされたユーザによる調節に自動的に反応するように、マ
イクロフォン増幅器または入力増幅器１３０と関連している。ダイレクトアウト出力増幅
器は、ソースからダイレクトアウト出力部へのシステムゲインが変化しないままとなるよ
うにダイレクトアウト出力信号のゲインを調節するように制御されることを図１に示され
る接続１８０は示す。ダイレクトアウト出力増幅器１７０は、入力増幅器１３０のゲイン
調節をモニタし、ダイレクトアウト出力１６０における所定のゲインに対する信号の増幅
または減衰が生じないように、ダイレクトアウト出力信号を自動的に調節する。ダイレク
トアウト出力増幅器における所定のゲインを取得するために、調節可能な入力増幅器にお
けるユーザによるゲインの増減は、反転させられる。ダイレクトアウト出力信号は、スレ
ーブコンソール２００のラインまたはデジタルソース入力２１０に接続される。かかる配
列により、マイクロフォン増幅器１３０に対してなされたオペレータのゲイン調節は、例
えばスレーブコンソールのような他のコンソールにおけるオーディオ信号のレベルに影響
を与えないことを確実にし得る。スレーブコンソールが、例えばマイクロフォン信号のよ
うなアナログ信号も受信する場合、スレーブコンソール２００はまた、入力増幅器１３０
と同様な入力増幅器２３０と、マスターコンソールの増幅器１７０と同じ方法で調節され
るダイレクトアウト出力増幅器２７０とを備え得る。スレーブは、ソース選択スイッチ２
４１も備え得る。しかしながら、正常な状況のもとでは、マスターコンソールのみがマイ
クロフォン信号を受信する。
【００２４】
　マスターおよびスレーブコンソールに対して、ダイレクトアウト出力信号に対する信号
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テイクオフポイント（ｔａｋｅ－ｏｆｆ　ｐｏｉｎｔ）は、重要な役割は果たさないが、
本出願に対しては、マイクロフォン増幅器後の信号チェ－ンにおいて、最も前の地点であ
る。図２において、図１に示されるシステムの別の実施形態が示され、マスターコンソー
ル１００が、例えばステージからのソースから受信される複数のアナログ入力１１０を受
信し、複数のダイレクトアウト出力１６０は、複数のチャンネルを通すことのできる接続
システムを使用してライン入力２１０に接続される。スレーブコンソールは、さらなる出
力２７５を有しており、さらなる出力２７５は、ステージまたは、例えば拡声器または他
の機器のような他のユニットへ向かう。同様に、マスターコンソールは、出力１７５を有
しており、出力１７５は、信号をステージまたは拡声器もしくは他の機器へ送信する。
【００２５】
　図３において、実施形態が示され、ステージラック３００が提供されており、該ステー
ジラックは、ステージからソース信号を受信し、マスターコンソール１００にマルチチャ
ンネルリンクを提供する。ステージラックは、ステージに入力点および出力点を提供し、
入力増幅器１３０に対するホスト機器である。上述のように自動的に調節されるマルチチ
ャンネルダイレクトアウト出力信号であり得るダイレクトアウト出力信号１６０は、スレ
ーブコンソールによって受信され、スレーブコンソールの出力２８０は、入力１８５を使
用してマスターコンソールへ送信し戻され、マスターコンソールの出力部１９５を通って
ステージラックへ送信し戻される。好ましくは、スレーブから来る信号は、入力部１８５
から出力部１９５へ、処理されることなく、マスターエンジンを通過する。しかしながら
、必要に応じて、信号は、ステージラックへ送信し戻される前に、マスターコンソールに
おいてさらに処理され得ることが理解されるべきである。図３に示される実施形態は、マ
スターまたはスレーブシステムの局所的な入力または出力オーディオ接続に対する必要性
をなくし得、マルチチャンネルデジタルリンクが、ステージラック３００とマスターコン
ソール１００とスレーブコンソール２００との間に使用される場合、アナログマルチチャ
ンネルケーブリングシステムに対するすべての必要性をなくする。
【００２６】
　図４において、図３の実施形態と比較してわずかに異なる実施形態が開示され、ハブ４
００が提供されている。ハブは、ＭＡＤＩハブまたは任意の同様なハブであり得、ＭＡＤ
Ｉ（マルチチャンネルオーディオデジタルインターフェース）は、デジタルオーディオの
複数のチャンネルを担持するインターフェースのデータフォーマットおよび電気的特性を
規定する標準化された通信プロトコルである。ハブ４００を使用して、マスターから幾つ
かのスレーブシステムへのダイレクトアウト出力信号の複数のスプリットが取得され得る
。スプリットはまた、入力が出力にリンクされた状態で共にデイジーチェーン（ｄａｉｓ
ｙ　ｃｈａｎｇｅｄ）が行なわれたスレーブコンソールを使用して作成され得る。
【００２７】
　上の例から分かるように、システムは、システムを安定させるために、スレーブコンソ
ールの入力ではなく、マスターミキシングコンソールからのダイレクトアウト出力を使用
する。マスターコンソールからの安定化された信号レベルは、理論的に、無限の回数スプ
リットされ得、またはデイジーチェーンが行われ得る。
【符号の説明】
【００２８】
１００　オーディオコンソール
１２０　入力部
１３０　調節可能な入力増幅器
１４０　ソース選択スイッチ
１５０　増幅器
１６０　ダイレクトアウト出力部
１７０　ダイレクトアウト出力増幅器
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